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前田道路四国支店／巨大地震想定しＢＣＰ訓練実施／停電時の対応も確認

　前田道路四国支店（高松市）は１０月２２日、巨大地

震の発生を想定しＢＣＰ（事業継続計画）訓練を実施し

た＝写真。同社の全国ＢＣＰ訓練の一環で、午前８時

３０分に震度６強の地震が発生し２メートルの津波が押

し寄せたとの想定で開始。支店内に現地対策本部を立ち

上げ、管内の職員と家族の安否確認や、社内拠点と工事

現場の被害状況の把握を行った。

　さらに、災害時応援協定を結んでいる地方自治体など

との連絡訓練を実施し、大規模災害発生時の初動などを確認した。

　停電発生に備え、発電機を使い電子機器の稼働確認を行ったほか、アスファルト合材工場で

は停電時でも災害復旧に対応できるよう大型発電機の稼働訓練を実施した。

　甚大な被害が予想される徳島県と高知県にある社内拠点では、津波被害を想定し高台にある

避難場所までの移動訓練を行った。
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